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副首都機能面ＴＦの主な検討状況等 
 
■検討項目等の修正に関して 
 

【情報・メディア】 
「情報流通の中⼼」から「情報発信・流通を活性化する環境」という視点に変更し、検討テーマを整理 
 

【都市インフラ】 
「都市インフラ」分野の「求められる機能」の項⽬の重複を整理し、表現をわかりやすく修正 
 

【防災・危機管理】 
⾸都機能バックアップ、⾃然災害以外のリスクも念頭に、「防災」分野の表題を修正 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

【資料１】 

【情報・メディア】 
・情報(コンテンツ)の創造機能 
 ・国内外に大阪の存在感をアピールするための
情報(コンテンツ)の質や量の充実 

 ・情報流通の中⼼となる仕組みづくり 
・戦略的なプロモーション機能 
 ・多様なメディアの戦略的な活⽤ 
 ・在阪機関・人材等との連携強化 
  
 
 
【都市インフラ】 
・世界とつながる⼈流・物流機能 
・⻄⽇本の中⼼としての交通結節機能 
・都市圏の競争⼒を⽀える都市交通機能 
・都市圏の競争⼒を⽀える都市基盤機能 
・地域の活⼒を⽀える都市基盤機能 
 
 
【防災】 
 

【情報・メディア】 
・情報(コンテンツ)の創造機能 
 ・国内外に大阪の存在感をアピールするための 
情報(コンテンツ)の質や量の充実 

  
・戦略的なプロモーション機能 
 ・多様なメディアの戦略的な活⽤ 
 ・在阪機関・人材等との連携強化 
 ・情報の発信・流通を活性化する環境・仕組みづ
くり 

 
 
【都市インフラ】 
・世界とつながる⼈流・物流機能 
・⻄⽇本の中⼼としての交通結節機能 
・都市圏の競争⼒を⽀える交通ネットワーク機能 
・都市圏の競争⼒を⽀える都市基盤機能 
 
 
 
【防災・危機管理】 
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■引き続き、検討を要する事項について 
 

【都市魅⼒】 
引き続き、関係者等に対するヒアリング等により現状等の整理を進めるとともに、「都市魅⼒創造戦略」の改訂作業

等も踏まえて取組みの方向性を検討する。 
・自由に発想し、芸術・産業など幅広く創造していくクリエイターが、ここで集まりたい、考えたいと思える都市の 
あり方 
・魅⼒的な都市居住機能として深堀りすべき分野の整理検討 
 

【学術文化】 
引き続き、関係者等に対するヒアリング等により現状等の整理を進めるとともに、「都市魅⼒創造戦略」の改訂作業

等も踏まえて取組みの方向性を検討する。 
・「知の拠点」である⼤学、研究機関の競争⼒強化（⼈材創出・集積機能・研究機能等）に向けた取組み 
・⼤学、研究機関の⾼度な知が社会に還元される実証しやすい環境づくり 
 （アイデアが次々生まれ、それを実証し、事業化に結び付けられる状況） 

 

【情報・メディア】 
引き続き、メディア業界や企業等の広報担当、学識者等に対するヒアリング等により現状や課題等の整理を進め、 

取組みの方向性を検討する。 
・質の高い「情報」を発掘、または創造する体制のあり方 
・効果的な情報発信・流通のための連携や仕組み 
・メディア業界の仕組み、メディア制度の調査・研究 

 

【産業・経済】 
引き続き、関係者等に対するヒアリング等により現状等の整理を進め、取組みの⽅向性を検討する。 
・ボリュームゾーンを支えるベーシックな商工労働施策のバージョンアップの方向性 
・現在取り組んでいる成⻑産業振興の更なる発展（医療・健康医療、新エネルギー分野） 
・次世代産業育成に関するアプローチの検討（新分野の開拓なのか、⼟壌づくりなのか） 
・学術⽂化の分野も含めた⺠主導のイノベーションが創出される⼟壌（エコシステム） 
（アイデアが次々生まれ、それを実証し、事業化に結び付けられる状況） 

・世界で最もビジネスしやすい環境づくり（「副首都特区」） 
・多様な働き⽅の確⽴、雇⽤の流動性・柔軟性の向上 

 

【都市インフラ】 
引き続き、関係者等に対するヒアリング等により現状等の整理を進め、取組みの⽅向性を検討する。 
・交通インフラに関する新たな構想の位置づけ方 
・地域生活基盤の維持・強化と都市機能の集約のあり方に関する検討 
・⼤阪の持つ強みとして、インフラの整備効果やストックの利便性向上に向けた取組状況などの整理 
・新たな手法の導入の可能性（コンセッション、BID、PFI/PPPなど） 
 

【防災・危機管理】 
引き続き、関係者等に対するヒアリング等により現状等の整理を進め、取組みの⽅向性を検討する。 
・様々な災害に対する大阪の対応状況（災害対策の進捗等）の確認 
・副⾸都概念の「求められる役割（⻄⽇本の⾸都、⾸都機能バックアップ、アジアの主要都市、⺠都）」に 
即した課題の整理 


